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(57)【要約】
【課題】モーションブラー現象の発生を防止する有機発
光表示装置及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】入力映像信号に対応してフレーム単位の映
像データ及びフレームの開始を識別するフレーム識別信
号を生成する制御部と、有機発光ダイオードを備える複
数の画素で形成され、映像データに該当する画像を表示
する表示部と、記表示部に駆動電圧を印加する駆動電圧
供給部と、フレーム識別信号によって駆動電圧供給部か
ら表示部への駆動電圧供給を制御するスイッチング部と
、を備えることを特徴とする有機発光表示装置を提供す
る。これにより、フレーム識別信号によって表示部への
駆動電圧供給を遮断してモーションブラー現象の発生を
防止できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力映像信号に対応してフレーム単位の映像データ及び前記フレームの開始を識別する
フレーム識別信号を生成する制御部と、
　有機発光ダイオードを具備する複数の画素で形成され、前記映像データに該当する画像
を表示する表示部と、
　前記表示部に駆動電圧を印加する駆動電圧供給部と、
　前記フレーム識別信号によって前記駆動電圧供給部から前記表示部への駆動電圧供給を
制御するスイッチング部と、を具備することを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記駆動電圧供給部は、
　入力電圧を印加する電源部と、
　前記電源部からの入力電圧を、前記入力電圧より高い第１電圧及び前記入力電圧より低
い第２電圧に変換する電圧変換部と、を具備することを特徴とする請求項１に記載の有機
発光表示装置。
【請求項３】
　前記画素は、有機発光ダイオードに前記映像データに該当する電流を供給する駆動薄膜
トランジスタを具備することを特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記駆動薄膜トランジスタは、
　ゲート電極に前記映像データに該当するデータ電圧が印加され、
　第１電極に前記駆動電圧供給部からの第１電圧が印加され、
　第２電極が前記有機発光ダイオードに接続されることを特徴とする請求項３に記載の有
機発光表示装置。
【請求項５】
　前記有機発光ダイオードは、
　アノード電極に前記駆動薄膜トランジスタの第２電極が接続され、
　カソード電極に前記駆動電圧供給部からの第２電圧が印加されることを特徴とする請求
項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記スイッチング部は、
　前記フレーム識別信号の第１レベル電圧が印加される間に、前記駆動電圧供給部から前
記駆動薄膜トランジスタの第１電極への第１電圧の供給を遮断し、
　前記フレーム識別信号の第２レベル電圧が印加される間に、前記駆動電圧供給部から前
記駆動薄膜トランジスタの第１電極に第１電圧を印加するように制御することを特徴とす
る請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記スイッチング部は、前記駆動電圧供給部の出力端に接続されたスイッチング素子ま
たはレギュレータであることを特徴とする請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記スイッチング素子は、
　前記フレーム識別信号の第１レベル電圧が印加される間にオフになって、前記第１電圧
の供給を遮断し、
　前記フレーム識別信号の第２レベル電圧が印加される間にオンになって、前記第１電圧
を印加することを特徴とする請求項７に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記レギュレータは、
　前記フレーム識別信号の第１レベル電圧が印加される間にディセーブルされて、前記第
１電圧の供給を遮断し、
　前記フレーム識別信号の第２レベル電圧が印加される間にイネーブルされて、前記第１
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電圧を印加することを特徴とする請求項７に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　入力映像信号に該当するフレーム単位の映像データ及び前記フレームの開始を識別する
フレーム識別信号を生成するステップと、
　複数の画素で形成される表示部に前記映像データに該当する画像を表示するステップと
、
　前記フレーム識別信号によって、前記表示部への駆動電圧の供給を制御するステップと
、を含み、
　前記画素のそれぞれは、有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイオードに電流を供給
する駆動薄膜トランジスタと、を具備することを特徴とする有機発光表示装置の駆動方法
。
【請求項１１】
　前記フレーム識別信号の第１レベル電圧が印加される間に、前記表示部の駆動薄膜トラ
ンジスタへの駆動電圧の供給を遮断することを特徴とする請求項１０に記載の有機発光表
示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記フレーム識別信号の第２レベル電圧が印加される間に、前記表示部の駆動薄膜トラ
ンジスタに駆動電圧を印加して画像を表示することを特徴とする請求項１１に記載の有機
発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置及びその駆動方法に係り、特に、モーションブラー（Ｍｏ
ｔｉｏｎ Ｂｌｕｒ）現象を防止できる有機発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さ及び大きい体積
を縮めることができる各種平板表示装置が開発されている。このような平板表示装置とし
ては、液晶表示装置、電界放出表示装置、プラズマディスプレイパネル、及び発光表示装
置などがある。
　このような平板表示装置のうち、能動マトリックス方式のようにピクセル自体に保存機
能があって、データを供給しなくても表示できる方式のディスプレイを保存方式ディスプ
レイ（Ｈｏｌｄ Ｔｙｐｅ Ｄｉｓｐｌａｙ）という。能動型有機発光表示装置（Ａｃｔｉ
ｖｅ Ｍａｔｒｉｘ Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ：Ａ
ＭＯＬＥＤ）が保存方式ディスプレイに該当する。
【０００３】
　このような有機発光表示装置でそれぞれの画素は、映像データの各フレーム期間中にそ
れぞれの画素に電流を供給するために、少なくとも一つのキャパシタを備える。すなわち
、従来の有機発光表示装置では、それぞれの画素ごとに設置されるキャパシタに所定の電
圧を充電し、かつ充電された電圧を利用してそれぞれの画素に所定の電流を供給する。
　しかし、従来のようにキャパシタに充電された電圧を利用してそれぞれのフレーム期間
中に画素で所定の映像を表示すれば、モーションブラー現象が発生するという問題点があ
る。すなわち、キャパシタに充電された電圧に対応する電流を持続的にそれぞれの画素に
供給すれば、動画などを表示する時、目の残像効果によって映像がぶれるモーションブラ
ー現象が発生する。このようなモーションブラー現象が発生すれば、有機発光表示装置の
表示品質が低下する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、モーションブラー現象を防止できる有機発光表示装置及
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びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記目的を達成するために、本発明の第１態様は、入力映像信号に対応してフレーム単
位の映像データ及び前記フレームの開始を識別するフレーム識別信号を生成する制御部と
、有機発光ダイオードを備える複数の画素で形成され、前記映像データに該当する画像を
表示する表示部と、前記表示部に駆動電圧を印加する駆動電圧供給部と、前記フレーム識
別信号によって前記駆動電圧供給部から前記表示部への駆動電圧供給を制御するスイッチ
ング部と、を備える有機発光表示装置を提供する。
【０００６】
　前記有機発光表示装置において、前記表示部は、前記フレーム識別信号に同期してフレ
ーム単位の前記映像データに該当する画像を具現することを特徴とする。
　前記有機発光表示装置において、前記駆動電圧供給部は、入力電圧を印加する電源部と
、前記電源部からの入力電圧を、前記入力電圧より高い第１電圧及び前記入力電圧より低
い第２電圧に変換する電圧変換部と、を備えることを特徴とする。
　前記有機発光表示装置において、前記画素は、有機発光ダイオードに前記映像データに
該当する電流を供給する駆動薄膜トランジスタを備えることを特徴とする。
　前記有機発光表示装置において、前記駆動薄膜トランジスタは、ゲート電極に前記映像
データに該当するデータ電圧が印加され、第１電極に前記駆動電圧供給部からの第１電圧
が印加され、かつ第２電極が前記有機発光ダイオードに接続されることを特徴とする。
【０００７】
　前記有機発光表示装置において、前記有機発光ダイオードは、アノード電極に前記駆動
薄膜トランジスタの第２電極が接続され、カソード電極に前記駆動電圧供給部からの第２
電圧が印加されることを特徴とする。
　前記有機発光表示装置において、前記スイッチング部は、前記フレーム識別信号の第１
レベル電圧が印加される間に、前記駆動電圧供給部から前記駆動薄膜トランジスタの第１
電極への第１電圧の供給を遮断し、かつ前記フレーム識別信号の第２レベル電圧が印加さ
れる間に、前記駆動電圧供給部から前記駆動薄膜トランジスタの第１電極に第１電圧を印
加するように制御することを特徴とする。
　前記有機発光表示装置において、前記スイッチング部は、前記駆動電圧供給部の出力端
に接続されたスイッチング素子またはレギュレータであることを特徴とする。
【０００８】
　前記有機発光表示装置において、前記スイッチング素子は、前記フレーム識別信号の第
１レベル電圧が印加される間にオフになって前記第１電圧の供給を遮断し、かつ前記フレ
ーム識別信号の第２レベル電圧が印加される間にオンになって前記第１電圧を印加するこ
とを特徴とする。
　また、前記有機発光表示装置において、前記レギュレータは、前記フレーム識別信号の
第１レベル電圧が印加される間にディセーブルされて前記第１電圧の供給を遮断し、かつ
前記フレーム識別信号の第２レベル電圧が印加される間にイネーブルされて前記第１電圧
を印加することを特徴とする。
【０００９】
　本発明の第２態様は、入力映像信号に該当するフレーム単位の映像データ及び前記フレ
ームの開始を識別するフレーム識別信号を生成するステップと、複数の画素で形成される
表示部に前記映像データに該当する画像を表示するステップと、前記フレーム識別信号に
よって前記表示部への駆動電圧の供給を制御するステップと、を含み、前記画素のそれぞ
れは、有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイオードに電流を供給する駆動薄膜トラン
ジスタと、を具備する、有機発光表示装置の駆動方法を提供する。
　前記駆動方法において、前記フレーム識別信号の第１レベル電圧が印加される間に、前
記表示部の駆動薄膜トランジスタへの駆動電圧の供給を遮断することを特徴とする。
　前記駆動方法において、前記フレーム識別信号の第２レベル電圧が印加される間に、前
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記表示部の駆動薄膜トランジスタに駆動電圧を印加して画像を表示することを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による有機発光表示装置及びその駆動方法によれば、各フレームの開始部分で表
示部に印加される電圧がオフになるように設定する。すなわち、本発明では人間の視覚的
特性によって能動駆動方式で生じるモーションブラー現象を、駆動電圧供給部の電圧供給
を制御して、ブラック画面をフレーム単位で短い区間維持させることによって低減させる
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付された図１ないし図６を参照して好ましい実施形態についてさらに詳細に説
明する。
　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置を示す図面である。
　図１を参照すれば、本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、入力映像信号に対
応してフレーム単位の映像データＤＳ及び前記フレームの開始を識別するフレーム識別信
号ＦＳを生成する制御部２１０、前記映像データＤＳに該当する画像を表示する表示部２
００、前記表示部２００に駆動電圧を印加する駆動電圧供給部２４０、及び前記フレーム
識別信号ＦＳによって前記駆動電圧供給部２４０から前記表示部２００への駆動電圧供給
を制御するスイッチング部２５０を備える。
【００１２】
　制御部２１０は、外部から供給される入力映像信号を利用して、駆動電圧制御信号ＣＳ
１、走査駆動制御信号ＣＳ２、データ駆動制御信号ＣＳ３、フレーム識別信号ＦＳ、及び
映像データＤＳを生成する。制御部２１０で生成された走査駆動制御信号ＣＳ２は走査駆
動部２２０に供給され、かつデータ駆動制御信号ＣＳ３はデータ駆動部２３０に供給され
る。そして、制御部２１０は、映像データＤＳをデータ駆動部２３０に供給し、駆動電圧
制御信号ＣＳ１を駆動電圧供給部２４０に供給し、かつフレーム識別信号ＦＳをスイッチ
ング部２５０に供給する。
【００１３】
　表示部２００は、走査駆動部２２０、データ駆動部２３０、及び走査線Ｓ１ないしＳｎ
とデータ線Ｄ１ないしＤｍとの交差領域に形成された複数の画素部２６０を備える。走査
駆動部２２０は、制御部２１０から走査駆動制御信号ＣＳ２を供給されて、走査線Ｓ１な
いしＳｎに走査信号を順次に供給し、データ駆動部２３０は、制御部２１０からデータ駆
動制御信号ＣＳ３を供給されて、データ線Ｄ１ないしＤｍに映像データＤＳを供給する。
【００１４】
　図２は、駆動電圧供給部２４０の構成を示すブロック図である。
　図１と共に図２を参照すれば、駆動電圧供給部２４０は、電源部２４１及び電圧変換部
２４２を備える。電源部２４１は、電圧変換部２４２の電圧変換のための入力電圧を印加
し、電圧変換部２４２は、電源部２４１から入力電圧を印加されて表示部２００に印加し
ようとする電圧を生成するとともに、制御部２１０から駆動電圧制御信号ＣＳ１を印加さ
れて表示部２００に前記電圧を印加する。
【００１５】
　電源部２４１は、電圧変換部２４２に前記電圧生成のための入力電圧を印加する。電源
部２４１としては、リチウムイオンバッテリーなどが使われうる。
　電圧変換部２４２は、電源部２４１から入力電圧を印加されて電圧を生成する。生成さ
れる電圧は、電源部２４１の入力電圧より高い第１電圧と、前記入力電圧より低い第２電
圧とからなる。電圧変換部２４２としては、ＤＣ－ＤＣコンバータ、ブースタコンバータ
などが使われうる。
　スイッチング部２５０は、駆動電圧供給部２４０から第１電圧を印加されて、フレーム
識別信号ＦＳの制御によって第１電圧をさらに表示部２００に印加し、かつ第２電圧は表
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示部２００に直接印加される。スイッチング部２５０としては、スイッチ素子２５１、レ
ギュレータ２５２などが使われうる（図３及び図４参照）。
【００１６】
　図３は、電圧変換部２４２と、前記スイッチング部２５０の一例であるスイッチ素子２
５１との内部を概略的に示す回路図である。
　図１と共に図３を参照すれば、電圧変換部２４２は、電源制御素子２４３、還流ダイオ
ードＤ、インダクターＬ、及びキャパシタＣで構成されており、スイッチ素子２５１は電
圧変換部２４２の出力端に接続されている。
【００１７】
　電源制御素子２４３は、制御部２１０から駆動電圧制御信号ＣＳ１を供給されて制御さ
れる。駆動電圧制御信号ＣＳ１は、電圧変換部２４２のオン（ＯＮ）、オフ（ＯＦＦ）を
制御する信号であり、零電圧／零電流スイッチング技法やＰＷＭ（Ｐｕｌｓｅ Ｗｉｄｔ
ｈ Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）などの方法で制御できる。
　スイッチ素子２５１の入力端は電圧変換部２４２の出力端に接続され、スイッチ素子２
５１の出力端は表示部２００に接続される。スイッチ素子２５１は、フレーム識別信号Ｆ
Ｓを供給されてオン（ＯＮ）になる場合に表示部２００に第１電圧を印加し、かつスイッ
チ素子２５１がオフ（ＯＦＦ）になる場合に第１電圧供給を遮断する方法で制御される。
スイッチ素子２５１としてはＭＯＳＦＥＴトランジスタなどが使われうる。
【００１８】
　図４は、スイッチング部２５０のさらに他の実施形態のレギュレータ２５２の概略的な
ブロック図である。
　図１と共に図４を参照すれば、レギュレータ２５２は、駆動電圧供給部２４０の出力の
うち第１電圧に該当する電圧を入力として受け、フレーム識別信号ＦＳがレギュレータ２
５２をイネーブル（ＥＮＡＢＬＥ）させる場合、出力端に第１電圧を通過させて表示部２
００に印加し、レギュレータ２５２をディセーブル（ＤＩＳＡＢＬＥ）させる場合、第１
電圧を遮断する方法で制御する。レギュレータ２５２としてはＬＤＯレギュレータなどが
使われうる。
【００１９】
　図５は、フレーム識別信号ＦＳを示すタイミング図である。
　図１と共に図５を参照すれば、フレーム識別信号ＦＳは、複数のフレーム有している映
像データＤＳと同期されて、Ｖｓｙｎｃ信号のようにフレームとフレームとの間にＶ－ｂ
ｌａｎｋｉｎｇ情報のみを含んでいる信号をいい、フレーム当り１個ずつ出力される。
　フレーム識別信号ＦＳは、相異なる二つの電位に該当する第１レベルの電圧と第２レベ
ルの電圧とで構成される。フレーム識別信号ＦＳで第１レベル電圧が印加される間にスイ
ッチング部２５０はオフまたはディセーブルされ、第１レベル電圧と異なる電圧を持つ第
２レベル電圧が印加される間には、スイッチング部２５０がオンまたはイネーブルされる
。
【００２０】
　第１レベル電圧は必ずしも第２レベル電圧より高い電位を持たねばならないものではな
く、当業者が容易に認識できる範囲内で第１レベル電圧が第２レベル電圧より低い電位で
もって、スイッチング部２５０のスイッチ素子２５１またはレギュレータ２５２の構成を
変更して、駆動電圧供給部２４０から供給される第１電圧の供給を遮断させうるというこ
とは明らかであると言える（図３及び図４参照）。
　このように、フレーム毎にスイッチング部２５０を遮断させるための区間をフレーム識
別信号ＦＳに挿入して表示部２００に印加される第１電圧を遮断すれば、表示部２００に
電圧が印加されなくなり、表示部２００にブラック画面が表示されてモーションブラー現
象を低減させることができる。
【００２１】
　図６は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の各画素部２６０を構成するピク
セル回路を示すものである（図１参照）。
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　図１と共に図６を参照すれば、ピクセル回路は、駆動薄膜トランジスタＴｄ、有機発光
ダイオードＯＬＥＤ、キャパシタＣｓｔ、及びスイッチング薄膜トランジスタＴｓを備え
ている。駆動薄膜トランジスタＴｄ及び有機発光ダイオードＯＬＥＤ以外の構成要素は本
発明の本質的な部分ではないので、本発明の技術的範囲を制限しない。
　駆動薄膜トランジスタＴｄのゲート電極には、映像データＤＳが印加され、第１電極Ｅ
ＬＶＤＤには、駆動電圧供給部２４０からの第１電圧が印加され、かつ第２電極ＥＬＶＳ
Ｓは、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、アノード電極に駆動薄膜トランジスタＴｄの第２電極
が接続され、かつカソード電極に駆動電圧供給部２４０から第２電圧が印加される。
【００２２】
　図５を参照して前述したように、フレーム識別信号ＦＳがスイッチング部２５０に印加
されれば、フレーム識別信号ＦＳの第１レベル電圧が印加される間に、駆動電圧供給部２
４０からアノード電極に印加される第１電圧を遮断して有機発光ダイオードＯＬＥＤを消
灯させ、表示部２００にブラック画面を表示させる。フレーム識別信号ＦＳの第２レベル
電圧が印加される間に、駆動電圧供給部２４０からアノード電極に第１電圧を印加して有
機発光ダイオードＯＬＥＤを発光させ、表示部２００に映像データＤＳに該当する映像を
表示する。
【００２３】
　このように、フレーム毎にスイッチング部２５０を遮断させるための区間をフレーム識
別信号ＦＳに挿入して、表示部２００の有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される第１電
圧を遮断すれば、有機発光ダイオードＯＬＥＤに電圧が供給されなくなり、表示部２００
にブラック画面が表示されてモーションブラー現象を低減させることができる。
　すなわち、本発明ではフレーム内で一定期間中に画素部２６０から光が発生することを
制限して、モーションブラー現象の発生を防止する。
【００２４】
　前記発明の詳細な説明及び図面は単に本発明の例示的なものであって、これは単に本発
明を説明するための目的で使われたものであり、意味限定や特許請求の範囲に記載された
本発明の範囲を制限するために使われたものではない。したがって、以上説明した内容を
通じて、当業者ならば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修正が可能
であるということが理解できる。したがって、本発明の技術的保護範囲は、明細書の詳細
な説明に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲により定められねば
ならない。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明は、液晶表示装置、電界放出表示装置、プラズマディスプレイパネル、発光表示
装置などの平板表示装置に好適に用いられる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の概略的な平面図である。
【図２】本発明の一実施形態による駆動電圧供給部の構成要素を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態による電圧変換部及びスイッチング素子の内部を示す回路図
である。
【図４】本発明の一実施形態によるスイッチング部の一種であるレギュレータを概略的に
示すブロック図である。
【図５】本発明の一実施形態による制御部で生成されるフレーム識別信号を示すタイミン
グ図である。
【図６】本発明の一実施形態による有機発光表示装置のピクセル回路図である。
【符号の説明】
【００２７】
　２００　表示部
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　２１０　制御部
　２２０　走査駆動部
　２３０　データ駆動部
　２４０　駆動電圧供給部
　２５０　スイッチング部
　２６０　画素部
　ＤＳ　映像データ
　ＦＳ　フレーム識別信号
　ＣＳ１　駆動電圧制御信号
　ＣＳ２　走査駆動制御信号
　ＣＳ３　データ駆動制御信号
　Ｄ１，Ｄｎ　データ線
　Ｓ１，Ｓｎ　走査線

【図１】 【図２】

【図３】
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